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1. Summary
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53. The Contact of English with Other Languages
英語と英語の語彙は主にイングランドに在主したJutes, Saxons, Anglesにより構成されたが、イングランとが誕生し、発展し始めた初期700年の間、英語はケルト語・ラテン語・スカンディナビア語といった３つの異なる言語と触れ合いながら語彙の多様性を増していった。

54. The Celtic Influence
アングロ・サクソン族のケルト征伐により、この両社会間の言語的な融和が進み、結果的には古英語の語彙形成に置いて大きな影響を与えた。この事件を通じてケルト族の多数は段々とイングランドに同和され始めた。アングロ・サクソン族とケルト族の摩擦が激しかった地域も存在したが、その過程の中でケルト族の勢力は縮小され、生き残った人々も西の方に逃げていった。これらの地域で長い間ケルト語を話す人々が残存したことが推測でき、実際にケルト語で構成された地名が多く残されていることがこのような主張を後押しする。

55. Celtic Place-Names and Other Loanwords
上記したよう、ケルト語が英語に及ぼした影響は地名を通じて観察することができる。例えば、Northumbrian王国のDeriaとBerniciaはケルト部族の名前で、現在でも西部南西部にはそういった初期ケルト語の跡が多く残っている。特に、ロンドンなどの語源がはっきりとしていない地名の場合にもケルト語由来が有力であると見られる場合が多く、その他にも様々な都市の名前が鮮明なるケルト語の跡である。しかし、最も多い数のケルト語地名が残ったのは自然的な特徴に近い川と坂、そして場所の名前である。このように、地名から観察できるケルト語の跡は、原住民と移住民の間にある形の文化的交流があったことを示唆し、さらに彼らがケルト語の言語的特質を自分らの語彙に吸収させたといった根拠になる。
地名以外の部分でケルト語が英語に与えた影響はそれ程大きくない。その中でも影響があったと説明できる要素は2つで、1）アングロ・サクソン族が原住民との日常的な接触から学んだ語彙　2）アイランド宣教師らが紹介した語がそれで、前者は口伝の性格でつたわれ、特の地理学的特徴を表す語彙はアングロ・サクソンの故郷（大陸）ではそれ程使われなかったことであったためケルト語から直接借用する場合が多かった。後者は、563年聖Columbiaと12人の修道士ブリトン島に説教のために渡ってきた当時つたわれ、宗教的な性格を持っていた。しかしこれらの単語の数は多くない。

56. Three Latin Influences on Old English
ケルト語が英語に及ぼした影響は大きくなかった故に、アングロ・サクソン文明に置いた注目できるほどの位置を閉めることもできなかった。しかしその後、ラテン語といった2番目の波が英語に影響を与え始める。ラテン語はケルト語のように「征服された人たちの言語」ではなかった。むしろ高次元の文明の言語であった。それはアングロ・サクソンの羨望の対象となり、数世紀にわたって商業・軍事・宗教・学問に及ぶまで持続的に影響を与えた。アングロ・サクソンがラテン語を受け入れた時点は大きく3つに分けられる。1）彼らはブリトン島に上陸する前からラテン文化と接触をはじめ2）島を征服した後、この島にローマの支配が及ぼしたことに気づき新しいラテン語を受け入れた。3）その後、キリスト教が伝来された当時も熱情的にそれを吸収しようとした。

57. Chronological Criteria
３つの時期がどの形で英語の語彙拡張に関連したかを知るためには、採用語らが英語に吸収された時間帯を実際にそれが起きた時期と最も近く類推すべきである。様々な種類の証拠があり、最も明確なのは文学の中の語彙である。もし単語がBeowulfやCynewulfのような文献で主に登場すると、その単語はキリスト教の影響力が発生し始めた時期に英語に編入されたことであるだろう。しかし、いかほど早い時期から使われ始めたかに対する問題は不明である。英語が記録され始めた時点に対する問題が含まれるからだ。さらに、口語として多く使われた語彙ではない可能性もあり、比較分析できる多くの古英語文学が遺失されてしまったため現存する数少ない数の作品で単語の存在を類推することは妥当な分析ではないからだ。
語彙の性格はその単語の時代を類推することに当たっていい手がかりを提供する。ある語彙は教会がブリトン島に根差した時期に学ばれ、ある語彙は初期ゲルマン語の方言としてゲルマン領土で一般的に流通されていたことを大陸で英語の前の段階に該当する言語が受け入れたと解釈できる。こういった面は明確に区別できる違いとともに観察すべきで、例えば、共通された単語が古英語と古高地ゲルマン語両方で発見できるが、アングロ・サクソンがイングランドに定着する以前に大陸で受け入れたことではなく、キリスト教の流入が両方の地域にともに起きた影響で似たような形態として受け入れたことであるからだ。
最も決定的な証拠は単語の音韻論的性格にある。言語の音の面で起きる変化は年代に対する確定性を持ち、これらの変化の存在と不在は単語の年齢を測ることにあたっての重要な基準となる。こういった点は２つの要素を通じて区分できるが、1）多くのゲルマン言語と古英語で共通に起きた変化　2）7世紀頃ラテン語からの語彙採用とともに起きた変化がその２つである。

58. Continental Borrowing (Latin Influence of the Zero Period).
英語に借用された最初のラテン語はローマ人とゲルマン民族との大陸上における早期の接触が影響している。何百ものラテン語が古代の様々なゲルマン方言で見つかっている。４世紀までに帝国内にゲルマン人は何十億人いたと想定されており、様々な社会的地位に属していた。多くがゲルマン人の領地に近いライン川、ドナウ川に沿った北方にいた。CaesarによってGaulが征服されると、ローマの商人たちはあらゆるゲルマン人の領土に侵入していった。その結果、Scandinaviaのような遠方の住人でさえ、ローマ帝国の影響から逃れられなくなった。
借用語はゲルマン人たちがローマ文明との接触を通して得た新しい概念を示している。一つは戦いに関連した語で、camp(battle), segn(banner), weall(wall)などである。また、多くの貿易に関連した語が借用された。mangian(to trade), pund(pound), mynet(coin)などで、ローマから多く輸出されたワインに関する語、win(wine), must(new wine), eced(vinegar)などもあった。その他、mese(table), teped(carpet), pyle(pillow)といった生活品や家具、pipor(pepper),senep(mustard)といった食べ物、pic(pitch), copor(copper), tigele(tile)といった建築関連の語なども挙げられる。

59. Latin through Celtic Transmission (Latin Influence of the First Period).
First Periodにおけるラテン語の影響は、ローマ文明との接触に関連した英語への全ての影響の中で最もわずかなものであった。地名に見られる用語を除いて、ブリテン島のローマ征服によって英語に存在するラテン語は５つないと言っても過言ではない。話し言葉としてのラテン語の使用はブリテン島のローマ征服後も長く生き延びることはなく、ゲルマン人の侵入に伴った混乱の中で面影は消えてしまった。ゆえにイングランドにおいてラテン語と古英語が直接接触する機会はなく、ケルト語の伝達を通してとなった。ケルト語は600以上のラテン語を借用していたが、英語との関係性によりあまり伝わっていかなかった。この時代に借用された語の例としては、ceaster(camp), port(harbor, gate, town), munt(mountain), torr(tower, rock)などがあり、地名の一部として使われた。

60. Latin Influence of the Second Period: The Christianizing of Britain.
古英語へのラテン語の影響は、597年に始まったローマ帝国によるブリテンのキリスト教改宗によって大きくなった。ローマ教皇Gregoryは修道士Augustineを派遣した。アングロサクソン人が他のゲルマン民族と共有していた宗教の精神、理想、行動指針などはしばしばキリスト教と大いに違うこともあり、困難な試みであった。しかしケント王国のEthelberht王の改宗に成功すると、Canterburyに司教座が置かれた。
その後、Oswald王の命でAidanがNorthumbriaの改宗を担当した。説教をしながら街を転々とし、20年のうちに成功した。Augustineがケントに降り立って100年以内にはイングランド全土の人々がキリスト教徒になった。

61. Effects of Christianity on English Civilization
キリスト教の導入により教会や修道院が建設されるとともに、礼拝での言語であるラテン語がイギリスで使用されるようになった。多くの教会や修道院には学校が創立され、ラテン語やギリシャ語に堪能な教師が活躍した。8世紀にはイギリスは教会の力によってヨーロッパの知的リーダーシップを取っていたと同時に、イギリス固有の文学や芸術も刺激を受けた。ローマ文明の伝道者としてのキリスト教が英語の道筋に影響を与え、この影響の無数の痕跡が古英語の語彙において確認できる。

62. The Earlier Influence of Christianity on the Vocabulary
597年にキリスト教が導入されてから古英語期は500年続いたが、この期間ラテン語は徐々に英語に入り込んでいった。7世紀における宗教的な熱狂の最初の波によって、ラテン語の単語が語彙に急速に組み込まれた。キリスト教という新しい宗教の多くの概念を表現するには当時の言語は不適当だったのだ。Abbot, angel, priestなどの教会や礼拝に関する単語、cap, sockなどの衣料品を指す単語、pear, oysterなどの食料品を指す単語、pine, lilyなどの木や植物を表す単語、school, grammaticなどの教育に関する単語のほか、anchor, feverなどの分類不可能な単語も古英語に借用された。

63. The Benedictine Reform
8世紀末にイギリスへの侵攻を始めたデーン人によって、英語に多大な影響を与えたキリスト教は衰退した。10世紀にはキリスト教の衰退が道徳的精神にも影響していた。規律は緩み、礼拝は軽視され、修道院は世俗的な牧師の集団に占拠された。それに伴い教育も軽視され、学問は腐敗した。従ってラテン語の英語への借用はこの時代には衰退していた。このような腐敗を受けて、アルフレッド大王が教会の修復と共に学問養成の改革を始めた。彼の影響を受けてカンタベリー大司教らがイギリスの修道院制度の復興に成功した。同時に教育も改革され、学校が設立されて聖職者に学問が奨励された。その結果修道院が再び文芸活動の中心となった。

64. Influence of the Benedictine Reform on English
文芸活動の復活の結果、ラテン語の借用が再び起こったが、今回は科学的・学問的な単語が多かった。無論、一回目と同様にdemon, idolなどの宗教に関する単語も借用されたが、accent, historyなどの学問に関する単語、cucumber, gingerなどの植物を指す単語、cypress, figなどの木を指す単語、cancerなどの医療に関する単語、camel, tigerなどの動物を指す単語等、学問的な単語も多く借用された。また、columne, cathedraなど外国語がそのままの形態で取り入れられた単語をラテン語からの借用語に含めることも可能である。

2. Research
6世紀のキリスト教伝来によりラテン語の単語が多く古英語に組み込まれ、さらにアルファベットという文字体系がもたらされたが、同じ頃日本でも似た出来事が起こっていた。6世紀半ば、大陸から日本へ仏教が伝来し、それに伴って日本語は漢字という文字体系を受け入れた。仏教関連語彙の「法師」「香」「餓鬼」などである。さらに和語接辞と漢語基体を混在させた「を(男)餓鬼」「め(女)餓鬼」といった混種語が見られることから、漢語が日本語に根深く組み込まれたことが分かる。また、この時借用された仏教用語の起源は梵語という印欧語族の言語にさかのぼる一方、英語に借用されたラテン語も印欧語族の言語であり、根源は近いものであることも注目に値する。

3. Question
　日本語の語彙形成において多言語との接触がどのような影響を与えたか。
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